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AmyI-1-18は，コメの -アミラーゼの部分配列であり，
18残基のアミノ酸からなる抗菌ペプチドである．アミ
ノ酸配列（HLNKRVQRELIGWLDWLK）からわかる
ように，AmyI-1-18はリジンとアルギニンを有しており，
またロイシンやトリプトファンなどを含んでいることか
ら，カチオン性かつ両親媒性である．
筆者らは，AmyI-1-18がPorphyromonas gingivalis
やPseudomonas aeruginosaなどのグラム陰性菌，
Propionibacterium acnesやStreptococcus mutansなど
のグラム陽性菌，および真菌であるCandida albicansに
対して抗菌活性を示すことを報告している 1)．これまで
の研究において，抗菌ペプチドの作用機構として，細胞
膜に作用する場合と細胞内標的に作用する場合が報告さ
れている 2)．AmyI-1-18の抗菌の作用機構を，膜ポテン
シャル感受性プローブ（diSC3-5）を用いた細胞膜脱分
極アッセイおよび核酸染色蛍光色素（propidium iodide）
を用いた細胞膜損傷アッセイによって検討した．その結
果，P. aeruginosaとS. mutansに対しては，細胞膜損傷
作用を示したが，一方，P. gingivalisとC. albicansに対
するAmyI-1-18の細胞膜破壊作用は弱かった．そこで，
筆者らはAmyI-1-18のタンパク質合成系への作用を検
討することにした．
抗菌ペプチドによるタンパク質合成の阻害に関して

は，すでにbuforin 2やpyrrhocoricinなどについて報告
されている．しかし，その機構に関してはpyrrhocoricin
によるフォールディング過程の阻害以外は，詳細には解
明されていない．また，ペプチドによるタンパク質合成
阻害を，生細胞による [3H]thymidine，[3H]uridineなど
の放射性標識化合物の取込みを指標にして検討した結果
が報告されているが，ペプチドの細胞質内への移行はそ

の濃度に大きく依存しており，タンパク質合成阻害の機
構を解明することは困難である．そこで，筆者らは．無
細胞タンパク質合成系の利用に着目した 3)．すでに，無
細胞タンパク質合成系を用いて，lactoferricin Bがタン
パク質合成を阻害することが報告されていたが，どの過
程を阻害するかは解明されていなかった 4)．
筆者らは大腸菌の無細胞タンパク質合成システム（a 

cell-free rapid translation system, RTS）を用いたアッセ
イ系，および分子シャペロンによる luciferaseのフォー
ルディング作用を用いたアッセイ系を利用して，AmyI-
1-18のタンパク質合成の阻害過程を解明することにし
た．最初に，作用機構が既知の抗生物質と抗菌ペプチド
を用いて，これらのアッセイ系の有用性を明らかにした．
また，RTSを用いることによって，AmyI-1-18は，
pyrrhocoricinと同じように，翻訳過程とフォールディ
ング過程を阻害することによって，タンパク質合成を阻
害することがわかった．さらに，アガロースゲル遅延度
アッセイと生体分子間相互作用（Biacore）解析の結果
から，AmyI-1-18は，翻訳過程においてRNAに，フォー
ルディング過程においてDnaKにそれぞれ作用して，タ
ンパク質合成を阻害している可能性が示唆されたが，全
容は解明されていない．
現在，AmyI-1-18を固定化したアフィニティ磁気ビー
ズを用いて，親和性を有する細胞内標的分子を精製・同
定することを試みているところである．
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AmyI-1-18, a cationic -helical antimicrobial  
octadecapeptide derived from -amylase in rice,  

inhibits the translation and folding processes  
in a protein synthesis system

コメ -アミラーゼ由来のカチオン性抗菌ペプチドであるAmyI-1-18は， 
タンパク質合成系において翻訳とホールディング過程を阻害する
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